
1． は じ め に

現在では適用段階に突入しているオブジェクト指向技術であるが，日本ユニシスで

は 1995 年頃に金融機関の肥大化する勘定系システムをリエンジニアリングするプロ

ジェクトを発足させた．IT技術要素としてのオブジェクト指向技術に注目して生産

性・保守性・品質を向上させるため次の観点から開発可能性の検証を行った．

・業務ロジックの部品化・再利用

・基幹系ミドルウェア

・統合開発環境

これまでの基幹系ミドルウェア機能はOSに依存したAPI 形式によって提供して

きたがマルチプラットホーム対応を考慮して，基幹系ミドルウェアを含んだアプリケ
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要 約 オブジェクト指向技術を基幹系ビジネスアプリケーション領域に適用する気運が高ま

っている．

アプリケーション構造は大きくAP本体，AP制御構造，システム制御構造に分割するこ

とができる．

基幹系ビジネスアプリケーションを支えるミドルウェアは，メインフレームシステムで提

供している厳しい機能，性能，品質要求を満たすと同時にAPとの境界面を明確にする必要

がある．

AP本体部分のモデリングに関してはよく議論されているが，同様に基幹系ミドルウェア

の領域へのオブジェクトモデリングは有益である．

本稿では，実績のある基幹系ミドルウェアから機能要件を抽出し，システム制御とAP制

御構造をAPから分離する基幹系ミドルウェアのオブジェクトモデルを提示する．

Abstract The trend has emerged to apply the object―oriented technology to mission―critical business appli-

cation domain.

Application structure can organized with three major parts, that is, the main body of application, applica-

tion control structure, and system control structure.

Middleware supporting mission―critical business application must satisfy severe factionality, perform-

ance, and quality requirements provided with a mainframe system, as well as the well―defined boundary to

business applications.

It is frequently discussed on modeling of main body of application, howecer, applying the object modeling

to area of mission―critical middleware is useful as well.

This paper introduces an object model of mission―critical middleware where the system control and ap-

plication control structures are separated from a complete application system, while extracting functional

requirements from the proven mission―critical middleware.
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ーションアーキテクチャにオブジェクト指向モデルを適用することとした．

本稿ではその成果をふまえて，2章で基幹系ミドルウェア要件定義を概観し，3章

でアプリケーション制御とシステム制御を業務アプリケーションから分離させるオブ

ジェクトモデルを紹介する．Java はオブジェクト指向言語にとどまらず，インター

ネットとの高い親和性やマルチプラットホーム対応，コンポーネントウェア指向によ

る生産性保守性の向上といった特徴からも注目されている．さらに新たな戦略として

EJB（Enterprise Java Beans）や J 2 EE（The Java 2 Platform, Enterprise Edition）

が発表されサーバーサイドにおけるビジネスアプリケーション開発環境及び実行環境

へと拡大するに至っており，ミッション・クリティカル・アプリケーションへの期待

も高い．このため最後の 4章では，基幹系ミドルウェアのオブジェクトモデルと対比

することで Java／EJB／J 2 EE の位置づけを考察する．

なお本稿での基幹系システムは，メインフレーム上で稼働する日本の金融機関向け

勘定系システムを題材としているが，他業種における基幹系システムにも応用するこ

とが可能である．

2． 基幹系ミドルウェアの要件定義

金融機関向けの基幹系システムはミッション・クリティカル・アプリケーションの

代表例であり外部要件としては大量高速処理，耐障害性など厳しい性能要求を満たさ

なければならない．

内部要件としては業務AP（Application Program）を基幹系ミドルウェアが提供

するシステム制御から分離，多様なチャネルや金融商品の開発などに対応できる柔軟

な保守構造を提供しなければならない．要件定義をまとめると次の 4点となる．

・基幹系ミドルウェアとしての基本機能および処理性能

・アプリケーションとシステム制御構造の分離

・柔軟な保守構造

・業務APへのサービス機能

2．1 オンラインシステム概説

オンラインシステムの一般的なシステム構成の鳥瞰図を図 1に示す．

営業店端末からの入力はプラットホーム固有のOS機能や通信制御サブシステムを

経由してReceiver が受け取る．Receiver は OS層とアプリケーション層との接合点

となる．通常Receiver では通信制御サブシステムなどから入力元情報やプロトコル

情報を得ることができるので，入力情報を付加するヘダー加工処理や入力デバイスか

ら受け取った生の電文をシステム内部で定義されている標準電文書式に変換する編集

作業にも責任を持つ．

入力電文処理には電文の追い越しを禁止するなどフロー制御が必要となる．このた

め加工された電文は受信用Queue に書き込まれる．

ディスパッチは受信用Queue から電文を一つずつ取り出し種別を判断してアプリ

ケーション制御TP（Transaction Processing）に渡す．アプリケーション制御TP

はアプリケーション制御構造の実装であり業務処理TPの呼出制御やトランザクショ

ン成立可否判断を行い，処理結果から応答電文を組立て要求元の営業店端末に返す責
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図 1 オンラインシステム構成図

任を負う．

業務処理TPが電文を送出する場合，出力用のリダイレクタに依頼する．出力宛先

は物理識別子ではなくニモニック（論理宛先）で指定する．リダイレクタというのは

通常の Inquiry／Answer 型や交換型などの経路変更，電文を仮想端末からの入力電文

として再入力する機能やプログラム間通信を実現するための機能を備えている．入力

元や出力先は物理端末や回線だけではなくコンソール，プログラム，ファイルなども

仮想端末として指定できる．端末や回線の特性差を吸収するためにデバイスという概

念も導入している．例えば，プロトコルの異なる営業店端末には各デバイスが定義さ

れていて，入出力編集や固有の制御処理はデバイス単位で局所的に処理する機構とな

っており入出力デバイスに依存しない透過的な機能サービスを実現している．

Sender は業務アプリケーションから出力要求のあった無編集電文（標準電文書式）

を取り出して，論理宛先を物理宛先に変換し出力デバイスに応じた出力編集と固有な

制御を行い，通信制御サブシステムに対して編集済み出力電文の送出依頼を行う．

2．2 基幹系ミドルウェアの機能分解

基幹系システムを機能別に見ると以下の制御機能やサービス機能に分けられる．重

要な機能要件を以下に整理する．

1） 回線ネットワーク制御

入出力対象となる端末，回線，ネットワーク状態を管理する．システムの起動

制御とオンラインサービスの開始は区別されている．また端末のデバイス種別や
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図 2 アプリケーションの 3層構造

回線の種別によってセキュリティに関わり業務APのサービス機能が差別化され

る．

2） メッセージ制御

端末からの要求メッセージを受け付け，内容を判断した上で適切な業務処理を

行い，必要に応じて応答メッセージを指定された端末や回線に返す機能を実現す

る．運用上の要件から監査証跡や障害回復機能が必要となる．

3） タスク制御

端末からの処理要求を実行する業務処理プログラムの事をトランザクションプ

ロセス（TP）と呼ぶ．TPの稼働状態を制御することで処理要求が円滑に実行

されることを保証する．オンラインサービスと同様にシステム起動とサービスの

開始は厳密に区別されている．

4） データベース制御

データベースに対する操作，排他制御，障害回復処理機能を備える．またトラ

ンザクション制御と協調しながら永続データに対するACID特性（Atomicity：

原始性，Consistency：一貫性，Isolation：独立性，Durability：持続性）を保証

する．

5） トランザクション制御

ACID特性を保証する．データベースの更新処理とメッセージ制御のうち応答

電文送出を同期させる．アプリケーション固有の処理から制御構造を分離させる

ためアプリケーション構造を，アプリケーション層，アプリケーション制御層，

システム制御層の 3層に分割する（図 2）．

明示的なトランザクション制御（commit／abort 指示）はアプリケーション制

御層の役割であり，端末は取引電文を基幹系システムに送信することで暗黙の
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commit を指示している．トランザクションの実現はシステム制御層が提供する．

トランザクション制御に関しては業務要件がある．

・エラー処理時に明示的なトランザクション制御ができること

・上記状態で業務エラー処理に対応したトランザクション制御が可能なこと

6） エラー制御

業務アプリケーションからエラー処理構造を分離する．

・システムエラーと業務エラーの区別および管理方法

・エラー情報の採取，伝搬方法

・最終的なトランザクション制御（成否）との関わり

業務要件としては次のものがある．

・いかなるエラー状態も検出できる（原則）

・検出できないエラーは最終的に運用レベルで対策が講じられる

・発生したエラー内容を調査できる

・エラー状態を回復できる

7） 運用制御

基幹系システム稼働時に運用上必要となる機能を基幹系ミドルウェアのサービ

ス機能として提供する．

8） 使用者プログラム支援

共通性が高いサービス関数や情報領域などの機構を提供する．システム関数は

OSが提供する裸のAPI から分離させる目的を持つ．

上記のように，基幹系ミドルウェアの機能要件を各モジュールが独立または相互補

完しながら満たしている．金融固有の機能要件にはバッチ処理（一括処理，大量帳票

処理）があるが，データベースおよびビジネスロジックをリアル処理（オンライン処

理）と共有する傾向が強いため基幹系ミドルウェアの機能拡張として実現されてい

る［１］［２］．

3． 基幹系ミドルウェアのオブジェクトモデル

3．1 概 要

与えられたテーマは基幹系ミドルウェアの機能要件から同等機能を実現するオブジ

ェクトモデル構造を提供することである．基幹系ミドルウェアを含む全体アーキテク

チャ参照構造として次の四つのユニットを提示する．

・BAU（Banking Application Units）

・BCU（Banking Control Units）

・BDU（Banking Development & Deployment Units）

・BMU（Banking Meta-data Management Units）

BCUは，銀行業態におけるミッション・クリティカル・アプリケーションとビジ

ネス・サポート・アプリケーションであるBAUに対する総合システムイネーブラで

ある．システム制御・メッセージ制御・運用制御・ネットワーク制御など高度に抽象

化したサービス機能を実行時にBAUに提供することを目的とする．BCU，BAUに

加えてメタデータ管理を行うBMUや開発環境となるBDUとも密接な機能連携を実

基幹系向けミドルウェアのオブジェクトモデル （409）39



図 3 BCUオブジェクトモデル

現する．

本稿では主にBCU部分，すなわち基幹系ミドルウェアのオブジェクトモデルを対

象とする．

3．2 BCUオブジェクトモデル

BCUオブジェクトモデルでは，システム制御とアプリケーション制御との分離を

Control クラスとMessage クラスで実現する．Message クラスは端末からの取引要

求（取引電文）に対応し処理を実現するために複数のBusinessObject の呼出順序を

制御して最終的なトランザクション成否判断を行い取引結果を端末に応答指示するま

での責任を負う．BusinessObject は Message から呼び出されアプリケーション固有

の機能を実現するだけなのでシステム制御やアプリケーション制御から分離され透過

状態となる．アプリケーション固有の処理においてシステム制御に関する機能が必要

となる場合はControl クラスのサービスを利用する．Control クラスは業務処理実現

に必要となるトランザクション制御，メッセージ制御，エラー制御や各種コンテキスト

情報などをカプセル化してMessage クラスや BusinessObject に提供する（図 3）［３］．

基幹系ミドルウェアはコンカレントな処理要求に対して共有資源の排他制御を行い

ながら個別の処理要求に関しては異なるアドレス環境を用意して処理しなければなら

ない．個別の処理要求に対応する異なるアドレス環境のことをスタックと定義すると，

BCUでのスタックはControl インスタンスをベースとしてDevice，Message，複数

の BusinessObject のインスタンス対から成り立っている．

スタック中のApplicationControl，特に Customer がMessage インスタンスよりも
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生成順序として上位に位置づけられているのは，ユースケースモデルにおけるアクタ

に関する情報たとえば個人情報，認証情報などによって処理内容を差別化する必要が

あるためである（図 4）．

1） Control クラス

メッセージ制御やエラー制御，トランザクション制御などシステム制御の分離

を実現するクラス．Client（端末）からリクエストされた一つの業務処理要求を

実現するために作用する複数の業務処理オブジェクトは一つのControl インスタ

ンスを共有することになる．

2） Message クラス

Dispatcher クラスによってインスタンス生成されるアプリケーション制御を

実現するクラスである．BAUの中で最初にインスタンス生成され，いわゆるメ

インプログラムに相当する．BCUでは抽象クラスのMessage を提供するが，業

務アプリケーション担当はサービス要求，すなわち電文種別ごとに対応するMes-

sage サブクラスを作成する必要がある．

3） Transaction クラス

Control クラスにカプセル化されたサービスの一つ．トランザクションの原子

性を保証する機能を提供する．commit や cancel の機能を提供する．

4） Error クラス

Control クラスにカプセル化されたサービスの一つ．エラー処理とエラー情報

の蓄積機能を提供する．業務処理オブジェクトはError インスタンスを共有する

ことで処理結果を蓄積する．最終的にはMessage インスタンスに返されトラン

ザクション成否の最終判断材料となる．

5） Device クラス

デバイス固有のプロトコルやメッセージ書式変換，コード変換，フロー制御な

図 4 BCUスタック
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どの制御処理をカプセル化する．営業店端末や出力用のプリンタ，対外接続など

はそれぞれ別のデバイスとなる．BCUでは抽象クラスのDevice を提供する．新

規にデバイスを追加する場合は該当するDevice サブクラスを作成する．

6） Business Object

業務モデルからOOA／OODによって導出された業務処理オブジェクト群．Cli-

ent からの要求によって最初に生成される必要のある業務処理オブジェクトはメ

インプログラムに相当するMessage サブクラスに定義する．

3．3 システム制御とアプリケーション制御

BCUにおいて中核となるオブジェクトはControl クラスとMessage クラスの導出

にある．

・Control クラス システム制御を実現

・Message クラス アプリケーション制御を実現

システム制御に関する諸機能をAPI 関数による実装から状態遷移をもったオブジ

ェクトのサービスとして実装する．一つの処理要求を実現するためのBusiness Object

はシステム的な大域領域や共通領域ではなくて，専用のコンテキストとシステムサー

ビスへのEntry Point の集合として一つのControl インスタンスを共有する．これに

よりアプリケーションはControl クラスを通して提供されるシステム制御に関するサ

ービスを利用することができる．

Message クラスはアプリケーション制御を実現してアプリケーションから最終的

なトランザクション成否判断や監査証跡など運用上必要となる諸機能の実現などを透

過にする．これはBusiness Object が永続化までを含めたアプリケーション部品とし

て構築されることを前提にしており，Message クラスが端末からの処理要求をアプ

リケーション部品の組み合わせによって実現する．Message クラスは Control クラス

と異なりアプリケーションの制御ロジックを含んでいるため開発時にはアプリケーシ

ョン制御担当が作成・保守する．

さらにインターネットや衛星などの新規チャネルへの対応はDevice クラスでのプ

ロトコル変換だけではなく，顧客の認証やサービスの差別化と密接な関わりがある．

アプリケーション用のControl クラスの位置づけとしてApplication Control クラス

を導出する．

1） Control クラスの役割とBusiness Object との境界

Control クラスの主要なインスタンス変数とメソッドイメージを表 1に示す．

BCUのサービスを享受するためBusiness Object を作成する場合に守らなけれ

ばならない構造規約がある．

・一つの処理要求には一つのControl インスタンスを共有する

・業務処理オブジェクトはインスタンス生成時にControl インスタンスをア

ドレス参照可能とするように引数で受け取り保存しておく

・システム制御に関するサービスはすべてControl クラスが提供するサービ

スを利用する

Control インスタンスの共有方法を図 5に示す（C＋＋風による記述）．

� Control クラスのインスタンス変数をMyControl として宣言する．
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� コンストラクタでは第 1引数としてControl インスタンスを受け取り�の
MyControl に代入しておく．

� すべてのメソッド頭部において，MyControl の状態を検査する．エラー状

態であれば return 文等によって呼出元へ制御を戻す．

� Business Object のメソッド処理中，アプリケーション・エラーが発生した

場合は，必ずMyControl インスタンスのサービスを利用して，エラー情報

の採取処理を行う．

3．4 BCUメッセージ制御

銀行業務の普通預金入金を事例にBCUにおけるメッセージおよびオブジェクト呼

出の連鎖を紹介する（図 6）．

営業店端末から送信された普通預金入金電文を通信制御サブシステム経由でBCU

内部で実装されているReceiver が受け取り，受信用Queue に insert して次の電文受

信待ち状態に戻る．Remover は受信用Queue から先頭にリンクされているメッセー

ジを取り出す．制御はDispatcher に渡され，ベースとなるスタックとしてControl

インスタンスを一つ生成して各種コンテキスト状態などを設定する．Control のサー

ビスを呼び出すことで，入力元となる営業店端末に対応するDevice を特定し Editor

を使用してBAU標準のメッセージ形式へメッセージ変換する．

Dispatcher はメッセージの内容から普通預金入金のMessage サブクラスをインス

タンス生成する．生成後，インスタンスを活性化させるメソッド（例えば run（））

を呼び出し，制御をMessage インスタンスへ移す．

普通預金入金Message インスタンスには普通預金インスタンスが宣言されており

インスタンス生成する．その際BCU制御構造を実現するためにControl インスタン

スを引数として渡す．その後入金メソッドを呼び出す．

普通預金インスタンスは設計通りの業務処理を行う．ここではCIF（顧客情報）を

表 1 Controlクラス定義
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図 5 Controlインスタンスの共有方法

図 6 普通預金入金の事例
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検査するためCIF インスタンスを生成，取引明細インスタンスを生成，普通預金DB

（データベース）を更新する．

応答電文を作成するために普通預金入金Message インスタンスはメソッド呼出に

よる引数の戻り情報や普通預金インスタンスから入金後の口座詳細情報を得て，応答

電文を作成する．

Message インスタンスもControl インスタンスへの参照を持っている．Control ク

ラスには電文を送信するための sendMessage メソッドが公開されており，作成した

応答電文を引数にして sendMessage メソッドを呼び出す．

control クラスの sendMessage メソッドでは，論理宛先を物理宛先に変換して，出

力先となるDevice の Editor によってメッセージ変換を行い，送信用Queue に insert

する．

Sender は常時送信用Queue を監視しており，メッセージを通信制御サブシステム

に渡すことによって電文出力を実現する．

3．5 BCUトランザクション制御とエラー制御

3．5．1 トランザクション制御

トランザクションを制御する中核機能はControl クラスのトランザクション制御メ

ソッドによって提供する．Control クラスはシステム制御に関わる多数の機能をサー

ビスするためにそれぞれの機能を備えたクラスに対して実装の委譲を行っている．ト

ランザクション制御に関する機能はTransaction クラスで実装している．

実際にトランザクションの開始とコミットやキャンセルを判断するのはMessage

クラスが業務処理オブジェクトのメソッド呼び出しからの戻り値やControl クラスに

採取されたエラー情報を勘案して行う（図 7）．

図 7 ControlクラスとMessageクラスによるトランザクション制御
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Message サブクラスの主な制御処理の流れは以下の通りである．

� トランザクション処理とは独立した前処理

� トランザクション状態を開始するためControl クラスの beginTransaction

メソッドを呼び出す

� トランザクション内での前処理

� 業務処理を実現するBusiness Object の生成及びメソッドを呼び出す

� トランザクション内での後処理

� �の処理中にエラーが発生していないかどうかをControl クラスの check-
ErrorStatus メソッドを呼び出して調べる

� トランザクション成否判断を行い，正常ケースの場合は応答電文を組み立て

てControl クラスの sendMessage メソッドを呼び出して送信待ち状態とす

る

� Control クラスの endTransaction メソッドを呼び出しトランザクションを

成立させ（データベース更新と応答電文の送信）トランザクション状態を終

了する

エラーが発生してトランザクション状態を不成立にした場合，データベースの状態

は更新前の状態に戻される．オンラインシステムでは，これらの回復処理が完了する

とエラーが発生した事実を情報としてデータベースに保存して，エラー発生を通知す

る応答電文を受信待ち状態の端末に送信する必要がある．

3．5．2 エラー制御

オブジェクトに対するメソッド呼び出しが階層的に行われているためエラーが発生

した箇所におけるエラーの意味と呼び出し元に復帰した箇所でのエラーの意味が異な

っている可能性がある．一つの事象に起因するエラー情報は階層に応じて複数の意味

を持つことになる．また深い階層で発生したシステムエラーも業務エラーとしての意

味を付加することで正常に処理完了させることができなかった旨を応答として通知す

る必要がある．エラー制御としては以下の機能の実現が重要である．

・エラー情報採取

・エラー電文送信（端末からの処理要求に対するエラー応答）

・トランザクションキャンセル

・後続処理の中断

Control クラスの委譲としてError クラスを実装する．Error クラスでは階層ごと

にエラー情報を蓄積，状態検査するためのサービスを提供する．

階層的な呼出によって入れ子状態にあるオブジェクトは，エラー情報をControl イン

スタンス内部に待避させておき，呼出元へ順次復帰することによってMessage イン

スタンスに制御を戻す．復帰したメソッドの最後では，必ずControl インスタンスに

待避されているエラー情報を調べてトランザクションの確定処理またはキャンセル処

理を実現する．

図 8の例（C＋＋風）では，CIF クラスの存在 check メソッド内部でCIF ファイル

が存在しないという致命的エラーが発生した．このためControl クラス（myControl

インスタンス）の setErrorStatus メソッドを呼び出して“CIF 不存在”というエラ
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図 8 エラー情報の採取

ー情報をスタッキングする．

次に存在 check を呼び出した普通預金クラスの入金メソッドに復帰したあと“CIF

未登録”（厳密には未登録ではなくシステム障害）というエラー情報を追加してスタ

ッキング指示する．

最終的なエラー判断はMessage クラスで行う．エラー情報や致命度合いを判断す

る情報はControl クラス（myControl インスタンス）の errorStack にスタッキング

されており checkErrorStatus メソッドで調べることによってトランザクションを不

成立にしたりエラー電文を送出することができる．

3．6 CORBA／HTTP

BCUはメインフレームによるQueue を介在させた通信機構をベースにオブジェク

トモデルへ展開している．そのためMQなどのメッセージ交換方式とは親和性がよ

い．一方EJBでは RMI（Remote Method Invocation）を Client との通信手段として

いる．CORBA（Common Object Request Broker）の IIOP（Internet Inter-ORB Pro-

tocol）や GUI 部分にHTML（Hyper Text Markup Language）ブラウザを利用する

ためHTTP（Hyper Text Transfer Protocol）を選択する場合もあり，これらはRPC

（Remote Procedure Call）方式となる．

通信制御装置やOS機能の対応によってはRPC方式もQueue を介在させた機構へ

と内部変換することでDevice の一種にしてしまうアーキテクチャもある．

BCUでは，トランザクション制御やメッセージ制御の実現としてControl クラス

とMessage クラスが連携したフレームワークを与えているためRPC方式に対しては

Remover に相当するRPCクラスを用意する．RPCクラスはRPCの種類単位にサブ
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図 9 BCUの RPC対応

クラスを用意して外部から呼出可能なインタフェースを実装する（図 9）．メッセー

ジ交換方式とRPCでは実現構造が異なるため次の前提や制約を留意する必要がある．

・関数呼出形態であるため応答電文は return の引数で返される

・Inquiry／Answer が基本であり交換型やブロードキャストは実現できない

4． Java／EJB／J 2 EEの位置づけ

EJB を包含する J 2 EEは，開発環境を含む基幹系システムモデルと対応している

（図 10）．Java／EJB／J 2 EE を基幹系システムに適用する場合に両者を比較すること

によってEJBの位置づけや J 2 EEへの機能拡張内容が明らかとなる［４］［５］．

図 10 J 2 EEと基幹系システムモデルとの対応関係
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表 2 基幹系ミドルウェア機能による対応表

1） EJB のモデル構造

アプリケーション本体のモデル構造については言及されていない．モデル構造

は保守生産性に影響する．またAP制御構造やシステム制御構造との境界面を明

らかにする必要がある．

2） AP制御構造に該当する機構

勘定系システムのように複雑な取引を実現する場合にAP制御構造が重要とな

る．AP固有の制御処理を含むことからコンテナでの実装ではなくEJBの一部と

して実装する．EJBとして実装することで J 2 EEの目的である異なるアプリケ

ーションサーバーへの移植性も実現できる．

3） システム制御構造からみた不足機能

システム制御機能は基幹系ミドルウェア機能の視点から整理することができる

（表 2）．主な不足機能としては以下のものがある．

・複数クライアントの制御や交換型によるメッセージ処理（回線ネットワー

ク制御）

・スケジュール管理（タスク制御）

・稼働監視やコンソールからの運用指示（運用制御）

4．1 EJB／J 2 EEが持つ特性

EJB や J 2 EEの特性を二つにまとめることができる．

・システム制御構造からのAPの分離（コンテナ）

・コンポーネント

システム制御構造をコンポーネント化したとしても実行時の安定性には寄与する

が，アプリケーションそのものの生産性にはあまり寄与しない．コンテナの導入によ

ってシステム制御構造をアプリケーションから透過にすることで，システム制御構造

との関わりにおいて生産性を向上させることをねらっている．EJB／J 2 EE が想定し

ているアプリケーション形態は，thin-client から inquiry-answer 形式によるデータベ

ース更新処理に重点を置く thin-application タイプにフォーカスしたシステム，とな
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っている．

4．2 EJB／J 2 EEへの取り組み

EJB／J 2 EE は今後も機能拡張のためバージョンがあがっていくことが予想される．

基幹系システムに適用する場合には技術論だけではなくソフトウェアのライフサイク

ルやサポート体制など総合的な観点に立って情報技術の選択を決定しなければならな

い．そのうえで取り組み姿勢を使い分ける必要がある．

1） EJB への拡張

アプリケーション制御構造はEJBに対する機能拡張として実現可能である．

EJBへの機能拡張は移植性が保証されるように拡張するべきである．

2） コンテナへの拡張

システム制御構造のうち不足機能はコンテナで実現することが可能であるが，

コンテナへの機能拡張はEJBの移植性を阻害する可能性がある．コンテナに追

加される機能はEJBからは透過な機能として設計されなければならない．

5． お わ り に

基幹系システムを構築するためのシステム基盤として基幹系ミドルウェアのオブジ

ェクトモデルを提示してみた．その実現コンセプトはEJB／J 2 EE と同じく，究極に

は業務アプリケーションの保守性・生産性の向上と稼働時における安定性を目指すも

のである．

オブジェクト指向技術は機能およびデータ構造を抽象化・局所化できる設計・実装

技術としては秀逸であり，基幹系ミドルウェアの実装技術としては最適であると言え

る．本稿では基幹系システムの構造が三層に分割されることを主張した．アプリケー

ション構造とアプリケーション制御構造とシステム制御構造である．BCUを基幹系

ミドルウェアの参照モデルとして利用すればEJB／J 2 EE や他の基幹系ミドルウェア

とを機能比較検証することが可能になるだろう．しかし現時点での技術はBCUも

EJB／J 2 EE も同様にシステム制御構造にフォーカスされたものとなっている．本来

の目的を考えれば，アプリケーション制御構造やアプリケーション構造に着眼したオ

ブジェクトモデルやフレームワークが議論されなければならない．
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